





業と大学ではグローバル人材に対する認識は異なる。これは 2004 年から 2016 年までの総












































































　Palmer, et al.（1993）は、1960 年代の米国企業に事業部制が普及していくプロセスを、
Chandler（1962）の「組織は戦略に従う」というテクストが、ビジネスエグゼクティブの
ための講義やセミナー等で、広く使用されることから生み出される規範的、模倣的、強制的










る（Hatch, 2013, p.35, 大月他, 2017, p.57）。また Suchman（1995）は、正当性を「ある実
体の行為が、ある社会的に構築された規範、価値、信念、定義のシステムの中で望ましく、



















































であるとされる（吉田, 2015, 加藤・久木元, 2016）。またグローバル人材の新聞以外での登
























2の調査開始初年度を 2004 年としているのは、eol のデータの開始年度が 2004 年からとい
う制約が主たる理由であるが、2004 年の検索結果が日経テレコンで 5件、有報上で 2件で
あることや、その後の出現度数の増加傾向から判断して、両データソース上では 2004 年が
ほぼ初出年度と推測できるためである。





か 3.6 ～ 4％ということになる。また 181 社のうちグローバル人材像を記述しているのは 36







































人材を含む）の直接的表現、分類 2は資質や能力に関連する表現、そして、分類 3は分類 1
及び 2以外の表現である。
分類 1 分類 2 分類 3 分類 4
度数 ％ 度数 ％ 度数 ％ 度数 ％
大学 60 11.5 286 54.7 177 33.8 523 100






































































る。図 5の 2007 年に設置された産学人材育成パートナーシップの背景には、当時の大学生
の海外留学の減少に代表される内向き志向や、リーマンショックを契機とした企業の海外要
員の需要増がある。言説モデルでは、Parker（1992）の「対象を構成する記述のシステム（a 
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大学 21 33 6 60
企業 36 37 24 97
分類 2 力 能力 解決 課題 理解 異文化 創造 知識 専門
大学 95 29 18 18 19 11 11 13 10






表現 分野 問題 通用 活躍 遂行 対応
大学 10 6 6 6 7 6 4 4 3
企業 1 1 0 0 0 0 7 0 1
分類 2 経営 精神 チャレンジ 変革 強化 突破 小計
大学 2 2 2 2 1 1 286
企業 2 5 2 3 2 0 43
分類 3 世界 社会 価値 自己 多様 環境 地球 国際 文化
大学 28 27 16 10 16 11 9 14 28
企業 2 0 2 0 1 1 1 0 4
分類 3 地域 ビジネス 視点 経験 成長戦略 小計
大学 7 4 3 2 2 177
企業 1 0 5 4 0 21
分類 1 分類 2 分類 3 計
度数 ％ 度数 ％ 度数 ％ 度数 ％
大学 60 11.5 286 54.7 177 33.8 523 100
企業 97 60.2 43 26.7 21 13.0 161 100
出所：筆者作成
